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主要地域の天然ガス需要 

 2013年1-8月の需要： 
OECD米州 620Bcm（前年同期比+29 bcm、+3%） 
OECD欧州 283Bcm（同、-48 bcm、-9%） 
北東アジア 360Bcm（同、+15 bcm、+2%） 

 欧州の需要破壊が止まらず 

（出所）IEA、China OGP、台湾経済部能源局 

主要地域の天然ガス需要 前年同月比 
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北東アジアと欧州の月次LNG輸入量 

 2014年1-9月の輸入量：北東アジアは1億1,892万トン（前年同期比+274万トン）、
欧州は2,283万トン（同-307万トン） 

 天然ガスの価格競争力低下により欧州の輸入量は引き続き低迷 

（出所）各国通関統計、IEA 

欧州 北東アジア 
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北米のLNG輸出プロジェクト 

（出所）IEA及び各企業ウェブサイト 

 DOEが非FTA国向け輸出に9件（約
8,000万トン/年）を許可 

 うち、FERCによる建設許可は4件（
約5,300万トン/年）。 

 審査の効率化を実施 

 北米のLNG輸出プロジェクトは供給
源及び価格決定方式の多角化の点
から重要 
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欧州とロシア 

（出所）JOGMECに加筆 

 第三次エネルギーパッケ
ージ、欧州向け価格決定
方式変更（脱石油リンク）
等で既にあったEU・露の対
立構造 

 ウクライナ騒乱による外交
関係悪化 

 半年振りにウクライナへの
ガス供給再開 

 South Stream計画撤回 

⇒ロシアのアジアシフト 

   後押し 

⇒EUはガス需要抑制、 

   供給源多角化強化 

ウクライナ
騒乱 

対立 

アジアシ
フト 

https://www.google.co.jp/url?q=http://www.qualityaction.eu/&sa=U&ei=x1tHU7OoG4Ol8AWK84KQBg&ved=0CDAQ9QEwAQ&usg=AFQjCNHlRt4t6TVc1KyAYYLpgJOS1IsZVg
http://www.google.co.jp/url?url=http://www.worldatlas.com/webimage/flags/countrys/asia/china.htm&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=5kIAVNKnFMW0uASbtYFY&ved=0CBgQ9QEwAQ&usg=AFQjCNHFVF9z2pQ9y3fejbTYWVdJU7WrUg
http://www.google.co.jp/url?url=http://en.wikipedia.org/wiki/Flag_of_Russia&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=okIAVJvWBYG_uATKvYKIDw&ved=0CBYQ9QEwAA&usg=AFQjCNETXvhrQ2ltzwlAvsqt5iyjQ4D64g
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中国の天然ガス需給 

 需要は堅調に増加も伸び率は鈍化 
 ロシアとのパイプライン輸入契約締結は中国LNG需要抑制に寄与 

（出所）JOGMEC （出所）China OGP 

ガスインフラ整備状況 国内生産・輸入量 

38bcm 30bcm 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 9

2010 2011 2012 2013 2014

国産ガス

パイプラインガス

LNG

Bcm



禁無断転載 

IEEJ: 2014年12月掲載  禁無断転載 

6 

LNGスポット・短期契約取引 

 2013年のスポット・短期取引数量は6,498万トン 
（内、日本向けが33%） 

 日本による2014年のスポット調達量は87カーゴ（約
520万トン）程度と推測 

（出所）GIIGNL 

（出所）ICIS Heren 

スポットLNG輸出入（2014年） スポット・短期取引量 
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LNG需給バランス見通し 

 堅調なアジア需要と低位安定する大西洋需要 

 エジプトとアンゴラの輸出停止はあれど新規供給源運開で供給キャパシティは大幅に
増加 

（出所）日本エネルギー経済研究所 
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天然ガス価格 

（出所）Energy Intelligence、EIA、Platts 

 2014年の日本輸入価格は$15-16/MMBtuのレンジで推移も、スポット価格が下落 

 円安でLNG輸入額は更に増加 

 2016年の輸入価格は、原油及びスポット価格下落により$10/MMBtu程度と予測 
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価格決定方式オプション 

 価格水準vs価格決定方式 
 アジア輸入国卸売価格もしくはLNGハブを基にしたアジアでの天然ガス指標価格形成

が望ましい 

  ガス対ガス競争 他燃料価格連動 
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アジア指標価格の形成 
国際アプローチ（スポットLNG） 国内アプローチ（卸売ハブ） 

ガス市場自由化 

国内卸売（ハブ）価格の形成 

脱石油価格連動 

仕向地条項の緩和 

スポットLNG市場形成 

スポットLNG価格影響力増大 

国内卸売（ハブ）価格と 
輸入価格の乖離 

スポット価格と 
石油連動価格の乖離 

アジア指標価格の形成 

 国際アプローチがアジア指標価格形成の近道 
 大幅かつ急激な需給変動があれば指標価格形成が加速化 
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電力・ガスシステム改革 

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

電力 

ガス 

電力システム 
改革専門委員会 

送配電部門法的分離 小売全面自由化 

ガスシステム 
改革専門委員会 

小売全面 
自由化? 

基本問題委
員会 

基本政策 
分科会 

法改正 法改正? 法改正 

法改正? 

 ガスシステム改革は電力システム改革を受けて開始 

 電力との違い：①導管網未整備、②事業者数の多さ、③他エネルギーとの競合 

 システム改革の目的：①新たなサービスやビジネスの創出、②競争の活性化による料金
抑制、③ガス供給インフラの整備、④消費者利益の保護と安全確保 
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ガスシステム改革 

2013 2014 2015 

11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

 7論点に沿って議論され、現在は導管部門中立性確保（第三者アクセス、アンバンドリ
ング）を検討中 

 

シ
ス
テ
ム
改
革
委
員
会
設
置 

       

7
論
点
提
示 

こ
れ
ま
で
の
審
議
の
整
理 

1 15 16 12 13 14 11 2 3 4 5 6 7 8 9 10 17 

熱
供
給
、
海
外
ガ
ス
事
業 

利
用
者
保
護
、
導
管
部
門
中
立
性
確
保
、

熱
供
給 

熱
供
給
、
導
管
部
門
中
立
性
確
保 

導
管
整
備
、
導
管
部
門
中
立
性
確
保 

導
管
部
門
中
立
性
確
保 

事業者ヒアリング 

小
売
事
業
制
度 

導
管
事
業 

保
安 

①小売 ②導管 ③保安  
④卸取引 ⑤簡ガス  

⑥総合エネルギー企業  
⑦制度改正時期 

簡
易
ガ
ス 

卸
取
引 

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業 

導
管
部
門
中
立
性
確
保 



禁無断転載 

IEEJ: 2014年12月掲載  禁無断転載 

13 

ガスシステム改革 

論点 議論の方向性 

小売市場参入 全面自由化を実施 

事業者類型 導管事業者と小売事業者に集約 

小売価格 
経過措置（規制料金制度と自由料金の並存）を経て、
料金規制を廃止 

導管部門中立性 
アンバンドリング 

法的分離か会計分離+α行為規制。中小ガス事業者
は免除の方向 

TPA 同時同量緩和。LNG基地開放義務付け 

保安 
既存事業者（新導管事業者）と新規参入者（新小売事
業者）が役割分担 

導管整備 
需要見通し共有、事業報酬率優遇、発電需要取り込
み、導管敷設規制緩和 

熱供給 料金及び参入規制自由化。 

 これらの措置でシステム改革の目的を達することが出来るか? 
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ガスシステム改革 

（出所）IEA、EIA 

 小売価格は原料価格との連動性が高い 

 自由化による小売価格低減効果の有無には統一的な見解がない 
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ガスシステム改革 

（出所）日本エネルギー経済研究所 

 輸送パイプラインが果たす
べき役割は相当程度LNG
基地が代替 

 投資採算性がないルート
でのパイプライン敷設は非
現実的 

 パイプラインガス輸入は競
争力のある調達のみなら
ず国内インフラ整備にとっ
て有効 

 

日本のガスインフラ 
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まとめ 
 天然ガス需給 

 世界全体では、緩やかに需要が拡大すると見込まれるが、欧州の
需要は引き続き弱含み。 

 LNG需要増に対する十分な供給力が存在。 

 天然ガス価格 

 原油価格及びLNGスポット価格下落の中、日本のLNG輸入価格に
も下方圧力。 

 アジア指標価格形成は国際的なアプローチが近道。 

 ガスシステム改革 

 全面自由化と小売価格低減の相関関係は証明出来ない。 

 システム改革で小売価格抑制、インフラ整備が可能か? 

お問い合わせ: report@tky.ieej.or.jp 
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